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人口と面積( 元年. 2. 1)
世帯237, 387
人口641, 088人　
男325, 576 人女315, 512人

面積53. 25km2
人口密度12, 039人/ km2
≪月2回( 5日、20日) 発行≫

活
力
あ
る
地
域
福
祉
を
め
ざ
し
て

足
立
区
福
祉
総
合
計
画
ま
と
ま
る

区
で
は
、
来
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
に
偏
え
、
人
生
8
0年
社

会
の
仕
岨
み
づ
く
り
と
し
て
、こ
の
た
び
、
福
祉
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
福
祉
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
課

駆
に
対
す
る
行
助
計
圃
で
あ
り
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合

的
な
贋
闘
を
図
る
も
の
で
す
。
重
点
旃一
策
と
し
て
、
各
種
福
祉

施
般
・
設
備
の
充
実
を
は
じ
め
、
在
宅
福
祉
の
推
進
、
保
健
・

医
療
と
の
連
携
強
化
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
供
給
体
制
の
整
傭
な
ど

を
あ
げ
、
平
成
7
年
度
ま
で
に
達
成
す
る
よ
う
策
定
し
た
も
の

で
す
。
な
お
。
福
祉
総
二
`
計
羅
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
は
。

「
あ
だ
ち
広
報
」
の
3
月
2
0日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
生
8
0年
社
会
の

仕
組
み
づ
く
り

我
が
国
は
、
今
や
世
界
一
の
長

寿
国
と
な
り
、人
生
8
0年
時
代
は
、

ま
さ
に
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
唆
も
一
一
の
高

齢
化
が
進
み

、
2
1世
紀
の
加
半
に

は
、
国
民
の
4
人
に
I
人
か
6
5
歳

以
上
と
い
う
高
齢
化
社
会
が
到
来

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
こ
と
は
足
立
区
も
例
外
で

は
な
く
、
人
口
構
成
が
急
激
に
高

齢
化
の
遭
を
歩
む
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
構
造
の
変
化
に

対
応
し
、
区
民
福
祉
の
充
実
を
図

る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
は

じ
め
と
し
、
福
祉
、
保
億
・
医
療

。

住
宅
、一

用
、
教
育
、
生
き
が
い

対
策
な
ど
を
、
総
合
的
・
体
系
的

に
整
備
し

、
計
画
的
に
爽
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
長
寿
化
、
高
齢
化
の
進

行
を
積
極
的
に
受
け
と
め
、
豊
か

で
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
を
切
り

ひ
ら
い
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ま

ま
で
の
制
度
や
考
え
方
の
見
直
し

を
行
い
、
社
会
の
仕
組
み
そ
の
も

の
を
人
生
8
0年
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
組
み
廈
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す

。

今
、
私
達
は
、
新
し
い
時
代
の

入
口
に
立
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、

こ
れ
か
ら
叭一
世
紀
ま
で
の
1
0年
あ

ま
り
は
、
勦
く
世
代
の
人
口
比
本

が
比
較
的
高
く
、
経
済
的
な
条
件

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
社
会
に
至
る
貴一
な
準
備
期

間
と
言
え
ま
す
。

こ
の
機
を
逃
す
こ
と
な
く
「
人

生
8
0年
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
」

を
行
い
、
す
べ
て
の
人
が
、
長
い

人
生
を
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
2
1世
紀
の
足
立
区
を
実
現

す
る
た
め
、
福
祉
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

今
後
、高
齢
化
が
進
む
こ
と
で

、

福
祉
や
保
健
・
医
療
な
ど
に
対
す

る
需
要
が
年
々
増
え
続
け
、
こ
れ

を
支
え
る
費
用
負
担
も
大
幅
に
増

加
し
ま
す
。

働
く
世
代
に
重
い
負
担
を
負
わ

せ
る
こ
と
な
く
、
社
会
福
祉
を
充

実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
人
が
、
社
会
の
構
虞
員
と
し
て

自
立
と
連
帯
を
重
ん
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
一
で
社
会
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。区

は
、こ
の
こ
と
を
基
本
に
置

き
、
次
の
よ
う
な
方
向
で
福
祉
施

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

人
間
性
尊
重
の

福
祉
社
会
へ

人
生
8
0年
時
代
に
お
い
て
、
長

い
人
生
を
意
義
あ
る
も
の
と
し
て

い
く
た
め
に
は
、
誰
も
が
地
域
社

会
と
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
、
主
体
的
で
バ
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る
社
会
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

区
は
、
在
宅
に
お
け
る
福
祉
の

充
実
を
基
本
的
な
方
向
と
し
、子

供
や
お
と
し
よ
り
、
心
身
に
障
害

を
持
つ
人
な
ど
の
生
活
に
光
を
あ

て
な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
が
人
間

と
し
て
尊一
さ
れ
る
福
祉
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

連
帯
と
ふ
れ
あ
い
の

地
域
づ
く
り

高
齢
化
と
と
も
に
増
え
続
け
る

福
祉
需
要
は
、
行
政
の
力
だ
け
で

は
対
C
し
ぎ
れ
な
い
状
況
を
生
み

出
し
ま
す
。

一
方
、
お
と
し
よ
り
な
ど
の
在

宅
で
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
、
隣
近
所
の
人
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
援
助
の
手
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
ぴ
と
が
連
帯
感
を
持

ち
、お
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
区
が
と
も
に
協
力
し
、

福
祉
を
充
実
で
き
る
よ
う
条
件
の

塵
備
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
を
促
進

お
と
し
よ
り
が
健
康
で

、
仕
事

や
社
会
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

活
動
す
る
こ
と
は
。
お
と
し
よ
り

に
と
っ
て
生
き
が
い
を
増
す
こ
と

に
な
り
、ま
た
、活
力
あ
る
社
会
を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。長

い
関
つ
ち
か
っ
て
き
た
お
と

し
よ
り
の
知
識
や
経
験
は
、
社
会

的
な
財
産
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

の
も
と
に
、
就
業
や
社
会
参
加
を

図
る
た
め
の
施
策
の
充
実
に
男
め

ま
す

。
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

福
祉
サ
1
ビ
ス
は
、
か
つ
て
は

一
定
の
所
得
以
下
の
人
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
は
所

得
の
低
い
人
だ
け
に
は
限
り
ま
せ

ん
。

た
と
え
ば
、
寝
た
き
り
や
一
人

一
ら
し
の
お
と
し
よ
り
に
対
す
る

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
所

辱
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
生
ず
る

問
題
で
す
。

今
後
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
人
が
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
重
点
に

か
つ
て
、
お
と
し
よ
り
や
障
害

を
持
つ
人
の
施
策
は
、
施
設
へ
の

入
所
が
中
心
で
し
た
。

し
か
し
、
お
と
し
よ
り
の
多
く

は
住
み
な
れ
た一
所
で
、
家
族
や

隣
近
所
の
人
た
ち
と
と
も
に
暮
ら

す
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
、
在
宅

で
の
生
活
を
保
障
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
後
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
比

較
し
て
立
ち
遅
れ
て
い
る
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
S
点
的
に

進
め
ま
す
。

な
お
、
重
度
の
寝
た
き
り
や
痴

呆
性
老
人
な
ど
は
、
家
庭
で
の
介

踝
が
困
難
に
な
る
た
め
、
施
設
に

受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
と
し
よ
り
が
庄
ん
で
い
た
身

近
な
場
所
へ
入
所
で
き
る
よ
う
、

区
内
に
特
別
養
霞
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
般
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

障
害
者
の
総
合

セ
ン
タ
ー
建
設

心
身
障
害
者
の
通
所
訓
糠

の
芫
実
に
よ
る
自
立
の
促
進

と
、
区
内
通
所
施
設
の
体
系

的
運
営
お
よ
ぴ
区
営
3
施
設

(心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
生
活
実
習
所
・
福
祉
作
業

所
)
の
管
理
の
I
I
K
化
を
図

る
た
め

、
区
内
東
西
2
地
区

に
陣
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

を
建
般
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
既
存
施
設

の
権
能
を
続
き
、
強
化
し
た

心
身
母
害
者
の
総
合
セ
ン
タ

ー
と
し
て
精
神
薄
弱
者
(
ち

え
お
く
れ
)
、
肢
体
不
自
由

奢
、
脳
卒
中
等
の
後
遺
症
に

よ
る
中
途
障
害
者
の
通
所
馴

練
お
よ
び
機
能
回
復
等
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

( 仮豚y東・肱障害福祉総合・セクター完成予想図

平らi U4月開辿偏1

地
域
福
祉
振
興
基
金
を
設
置

昭
和
6
3
年
度
補
正
予
算

区
で
は

、
3
月
開
会
中
の
第
1

回
区
議
会
定
例
会
に

、
一
般

会
計
(
1
0
7
億
瞋
万
円
余
)
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
(
7

億
7

千
勁
万
円
余
の
減
額
)
、老
人
保

険
医
療
特
別
会
計
(
1

億
6

千

崩
万
円
余
)
の
補
正
予
算
を
提

案
し

、
審
巌
中
で
す
。

こ
の
予
算
に
は

、
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
し
て

、「
足
立
区

地
域
福
祉
振
舞
基
金
」
を
設
置

す
る
た
め
、
4
0億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

今
、
足
立
区
に
は
、
6
5
歳
以
上

の
方
が
約
5
万
4
千
人
お
り
、

1
0
年
後
に
は
約
8
万
人
に
な
る

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
霞
た
き
り
老
人
は
約
3
%

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

、

こ
れ
か
ら
は
在
宅
福
祉
を
基
飼

と
し
た
社
会
福
祉
を
総
合
的
に

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す

。
そ
の
た
め
に
は

。
多
大
な

財
源
を
必
要
と
し
ま
す

。

足
立
区
の
財
政
が
健
全
な

今
、基
金
を
積
み
立
て
、こ
の
運

用
益
を
利
用
し

、
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
機
能

回
復
馴
練
の
実
施
や

、
痴
呆
畦

老
人
対
策

、
在
宅
福
祉
事
業
の

拡
充
等
、
当
区
な
ら
で
は
の
特

色
あ
る
一
業
を
與
施
し
て
い
き

ま
す
。

4
月
か
ら
第
2
・
第
4

土
曜
日
は
閉
庁
し
ま
す

区
で
は
、
4
月
か
ら
毎
月
第
2

・
第
4
土
曜
日
を
閉
庁
と
す

る
条
例
(
案
)
を
区
毒
会
に
提

案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
可
決
さ
れ
ま
す
と
、

区
の
事
務
(
戸
篇
、
庄
民
禀
、

印
鑑
登
録
、
税
務
、
S
民
健
康

保
険
、
国
民
年
金
等
)
は
、
第
2

・
第
4
土
曜
日
が
休
み
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
'
&

の
施
般
は
今
ま

で
ど
お
り
閧
き
ま
す
。

▽
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
　

▽
学
童
保
膏
室
。
保
膏
園

▽
区
民
(
福
祉
)
セ
ン
タ
ー
　

▽
児
童
館
、
老
人
館
、
老
人

会
館

▽
痙
土
博
物
館

▽

図
一
館

、
社
会
教
育
館
等
の

文
化
施
設

▽
体
育
館

、
プ

ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

▽
区
民
保
養
所

▽
排
水
堤

▽
庁
舎
宿
直
巡
視
等

ま
た
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
等

の
受
領
、
火
葬
杵
可
証
の
発
行

も
行
い
ま
す
。

な
お
、
土
曜
閉
庁
を
実
施
す

る
に
際
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

、向
上
、

行
政
改
革
の
推
進
等
に
一
一
男

め
て
ま
り
ま
す

。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
画
課

8
8
2
1
1
1
1
㈹

臨時福祉特別給付金のお知らせ

国
の
税
制
改
革
に
お
け
る
消

費
税
導
入
等
に
伴
い
、
年
金
・

手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

向
上
お
よ
び
低
所
得
の
在
宅
寝

た
き
り
老
人
な
ど
に
対
す
る
在

宅
介
霞
の
支
援
の
た
め
、
臨
時

福
祉
特
別
給
付
金
(
一
時
金
)

が
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。臨

時
福
祉
給
付
金

対
象
者

山
本
年
2
月
分
の
次

の
い
ず
れ
か
の
年
金
ま
た
は

手
当
を
受
給
で
き
る
方

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害

基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福

祉
年
金
に
相
当
す
る
方

③

遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母

子
・
串
母
子
福
祉
年
金
に
相

当
す
る
方

④
児
童
扶
隻
手

当

⑤
障
害
児
福
祉
手
当
　

⑤
特
別
障
害
者
手
当

⑦
福

祉
手
当
(
経
過
措
置
分
)
　

⑧
原
爆
被
傷
者
諸
手
当
(
医

療
特
別
手
当
、特
別
手
当
、健

康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
)
　

恋
本
年
2
月
分
の
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な

る
障
害
児
の
方

即
7
0歳
以
上
(
大
正
8
年
2
　

月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
)
で

、
昭
和
6
3年
度
区
・

都
民
税
非
課
税
世
帯
に
一
し

て
い
る
方

剛
剛
I
即
に
該
当
す
る
場
合

で
も
、2
月
1
日
現
在
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
や

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
に
お
い
て
、
別
に
対
応

さ
れ
ま
す
の

で
、
臨
時
福
祉

給
付
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額

支
給
対

象
者
一
人
に
つ

き
1
万
円

柬
支
給
要
件
に
複

数
該
当
し
て
も
1

万
円
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

臨
時
介
護
福
祉

金
対
象
者
2

月
1
　

日
現
在
、
生
活

保
霞
を
受
け
て

い
る
方
、
あ
る

い
は
昭
和
6
3年

度
区
・
都
民
税

非
課
税
世
帯
、

ま
た
は
均
等
割

の
み
課
税
世
帯

に
S
し
て
い
る

方
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
2
月
1
日
現
在
、6
ヵ
月

以
上
(
昭
和
6
3年
8
月
1
日

以
前
か
ら
)
継
続
し
て
寝
た

き
り
ま
た
は
痴
呆
等
の
状
顧

に
あ
る
た
め
常
時
の
介
霞
を

必
要
と
し
て
い
る
6
5
纜
以
上

の
方
(
大
正
1
3年
2
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
)

②

本
年
2
月
分
の
陣
害
児
福
祉

手
当
、特
別
障
害
者
手
当
、ま

た
は
福
祉
手
当
(
姪
過
揃
一

分
)
を
受
給
で
き
る
方

※
た
だ
し

、2
月
1
日
現
在
、

病
院
、
老
人
保
健
施
設
等
に
継

続
し
て
3

ヵ
月
を
超
え
て
入
院

(
昭
和
6
3年
1
0月
3
1日
以
前
か

ら
の
入
院
)
し
て
い
る
方
、
社

会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
等
に
は
、
臨
時
介
護
福
祉
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

。

支
給
額
　
支
給
対
象
者
一
人
に
　

つ
き
5
万
円

柬
臨
時
福
祉
給
付
金
と
の
併
給

は
で
き
ま
す
。

申
請
・
受
付

鴎
時
福
祉
給
付

金
お
よ
び
臨
時
介
霞
福
祉
金

の
対
象
予
定
者
に
は

、
区
か

ら
3
月
1
0日
ご
ろ
ま
で
に
申

請
書
を
送
付
す
る
と
と
も

に

、
申
請
期
間
お
よ
び
受
付

場
所
等
を
通
知
い
た
し
ま
す

※
な
お

、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
で

、
申
請
書
等
が
届
か
な

い
場
合
に
は

、
各
袒
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係
、障
客
福
祉
係
、老
人
福

祉
佩
、
健
康
管
理
課
管
理
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

中
央
本
町
庁
舎
・
I
民
年
金

課
給
付
係
　

巍
5
1
6
1



1989 年( 平成元年) 3 月5 日あ だ ち 広 報第814 号 ( 2)

住む人の心がうつるきれいな道路

3 月は道路交通環境整備月間

3
月
1
日
か
ら
3
1

日
は
。遭
路
交

通
環
境
整
傭
月

間
'
で
す
。

こ
れ
は
、
安
全

で
快
適
な
遭
路
環

境
を
つ
く
り
、
交
通一
故
の
な
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

道
路
は
正
し
く

「
自
分
の
店
先
だ
か
ら
。
商
品

や
一

板
を
I
い
て
も
か
ま
わ
な
い

だ
ろ
う
」「
P
R

に
の
ぼ
り
で
も
立

て
よ
う
か
」
と
い
っ
た
安
易
な
考

え
か
ら
遭
路
に
置
か
れ
た
物
は
、

遭
路
を
狹
く
し
、
お
と
し
よ
り
や

体
の
不
自
由
な
方
の
過
行
の
防
げ

と
な
り
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
区
内
3
警
察
一

の
協
力
を
得
て
、
遭
路
に
物
を
置

い
た
り
す
る
思
質
な
道
路
使
用
者

に
対
し
、
注
意
、一
告
を
行
い
、

正
し
い
一
路
の
利
用
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

▽
遭
路
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
街
路

樹
な
ど
に
、の
ぼ
り
や
旗
を
出

し
た
り
、縛
り
つ
け
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い

▽
道
路
や
歩
遭
に
S
板
や
商
品
を

並
べ
た
り
、
自
動
販
売
機
を
置

い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
電
柱
や
街
路
灯
な
ど
に
、
無
断

で
貼
紙
な
ど
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い

道
路
は
き
れ
い
に

遭
路
へ
の
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
自

転
車
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
は
清
掃
局
に
連
絡
し
て

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
粗
大
ゴ
ミ
、
遒
築
の
廃

材
・
土
砂
な
ど
を
遭
路
に
捨
て
て

い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
区
役
所

・
路
馼
課
ま
た
は
警
察
S
に
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
は
広
く

道
路
に
置
か
れ
た
商
品
や
自
転

車
は
歩
道
を
狹
く
し
、歩
行
者
が

車
道
を
通
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て

非
常
に
危
険
で
す
。

ま
た
、
迷
惑
畦
車
や
交
差
点
付

近
の
違
法
駐
車
は
、
交
通
渋
蓆
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
災
害
跨
な
ど
の
緊
急
自

動
車
の
救
助
活
助
に
も
支
障
を
き

た
し
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
よ

う
。交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、み
ん
な

で
協
力
し
て
快
酒
な
遭
路
環
塊
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

日
除
け
・看

板
は
許
可
を

日
除
け
や
一

板
な
ど
の
設
置
で

遭
路
を
交
通
の
目
的
以
外
に
便
用
(

占
用
)
す
る
場
合
は
、道
路
法

、道

路
交
通
法
の
基
準
に
あ
っ
た
物
に

限
り
許
可
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
を
し
て
道
路
の
使
用
許
可

(
占
用
許
可
)

を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
路

政
課
(
　
‘
膕
5
2
3
1
)

、千
住

・
西
新
井
・
榎
瀬
警
察
一
交
通

課

放
置
自
転
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

4
月
1
日
か
ら

撤
去
料
2
千
円
徴
収

先
の
1
2月
議
会
で

、「
東
京
都
足

立
区
自
転
車
の
駐
車
秩
序
及
び
自

転
車
駐
車
場
の
整
偉
に
関
す
る
条

例
」(
略
称
=
自
転
車
条
例
)
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て

、4
月
1
日
か

ら
駅
閔
辺
に
放
置
さ
れ

、
撤
去
さ

れ
た
自
転
車
を
所
有
者
か
移
送
所

で
引
き
取
る
際
に
、
撤
去
料
と
し

て
2

千
円
を
区
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

撤
去
台
数
7
万
9
千
台

費
用
は
年
間
1
億
円

足
立
区
で
は
、
昭
和
5
8年
4
月

に
自
転
車
条
例
を
制
定
し
、
区
内

主
要
1
2駅
周
辺
に
自
転
車
畦
車
場

を
整
爾
す
る
一
方
、
自
転
車
放
置

蔡
止
区
域
の
指
定
を
し
、
朝
の
通

勤
・
通
学
時
の
規
制
を
行
う
な
ど

放
置
自
転
車
の
追
放
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
自
転
車
の

放
置
は
鮗
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
昨
年

屍
の
放一
自
転
車
の
撤
去
台
数
は
7

万
9
千
台
、
そ
の
撤
去
費
用
は

年
間
1
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

税
金
で
負
担
し
て
い
く
こ
と
は
、

公
平
の
原
則
の
観
点
か
ら
も
好
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
徹
去

自
転
車
の
所
有
者
に
撤
去
に
要
す

る
費
用
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

区
で
は

、
引
き
続
き
自
転
車
駐

車
場
の
塵
臠
等
に
男
力
し
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
駅
か
ら
l
l

以

内
の
方
に
歩
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
攻
一

自
転
車
問
題
は
か
な
り

解
消
し
ま
す
。
ま
た
、
還
距
離
で

自
転
車
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
は
、
定
め
ら
れ
た
自
転
車

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
つ
と
し
た

心
が
け
で
、
き
れ
い
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
ま
す

。
ご
S
力

を
お
康
い
し
ま
す
。

撤
去
自
転
車
の

引
き
取
り
方
法

平
成
元
年
4
月
1
日
か
ら
撤
去

し
た
放
置
自
転
車
1
台
に
つ
き
2

千
円
を
徴
収
し
ま
す
。

引
き
取
り
先

上

詼
の
移
送
所

引
き
取
り
時
間
　

正
午
I
午
後
5
　

時
(
日
皿
日
、

祝
日
を
除
く
)

持
参
す
る
も
の
　

▽
自
転
車
の
鍵

▽
印
か
ん

▽

身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
(
身

分
証
明
書
、
学

生
証
、
運
転
免

肝
証
、
保
険
証

な
ど
)

▽
費

用
2
千
円

※
廠
去
後
2
ヵ
月

を
経
過
し
た
自
転

車
は
処
分
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
自

転
車
対
策
係

　
伽
5
2
3
0

ご
利
用
く
だ
さ
い

北
千
住
駅

西
口
駐
車
場

北
千
住
駅
周
辺
は
区
内
で
も
交

通
一

が
多
く
、
加
え
て
違
法
駐
車

の
列
が
並
び
、
交
通
渋
濳
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す

。

そ
こ
で

、
北
千
住
駅
周
辺
の
交

通
混
雑
の
緩
和
と
西
口
再
開
発
事

業
の
一
環
と
し
て

、
昨
年
U

月
に

北
千
住
駅
西
口
畦
車
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。3
月
1
日
か
ら
自

転
車
の
一
時
預
り
も
営
業
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

収
容
規
模

▽
自
動
車
・・・
匐
台

▽
自
転
車
・・・
槇
台
(
一
時
預
り
)

料
金
・
営
巣
時
間

▽
自
動
車
…
3
0分
ご
と
に
剳
円

・
午
前
9
時
～
午
後
1
0時
3
0分

▽
自
転
車
・・・
1
日
1

回
Ⅲ
円
・

午
前
7
時
～
午
後
1
0時
3
0分

問
合
せ
先

▽
自
励
車
・
:
北
千
住
駅
西
口
駐

車
場

　
8
8
8
7
6
5
8

▽
自
転
車
・・・中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
対
策
係
　
鵺
5
2
3
0

違法駐車と商品、● 板が占 憤した歩道部 分。
人はやむなく 車遭 へ●●・●●●・・

補助258号

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
・

歩
道
部
分
が
開
通

東
武
伊
勢
崎
練

と
交
差
す
る
補
助

s
号
線
の
立
体
交
差
工
事
が
、
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
方
式
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
(
写
真
上
・
栗
原
二
丁
目
-

四
丁
目
間
)
。

こ
の
歩一
部
分
が
完
成
し
、3

月
2
7日
か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、
第
3
5

号
踏
切
(
人
専
用
)
は
閉
鎖
さ
れ

通
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お

、
車
遭
部
分
は
平
成
2
年
4

月
開
通
を
目
指
し
て
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す

。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
土

木
部
街
路
事
業
対
策
室

脚
5
`
`
0
7

アーチ穩層根のついた歩道部分

区
の
玄
関
口
・
北
千
佳
駅
西
口
も
、

こ
れ
で
は
台
無
し
・・・

撤去自転車引き取り先

有料広告の募集

「生涯学習ガイドブック」

に掲載

区
・
数
斉
委
員
会
で
は

、5

月
に
「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」(ゆ
た
か
な
心
と
僵
康
づ
く

り
)
を
4
万
郡
発
行
し
ま
す

。

内
容
は
区
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯

学
習
を
す
る
た
め
の
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
講
座
、
数
寄
、
施
般

紹
介
な
ど
輻
広
く
学
習
情
報
を

ま
と
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
企
業

な
ど
の
広
告
を
有
料
で
掲
載
し

ま
す
。穐
載
を
ご
希
望
の
方
は
、

次
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

。

広
告
掲
載
基
準
等

▽
掲
載
ぺ

I
ジ
…
A
4

判
(
全
1
2
8ペ
ー

ジ
の
予
定
)
の
衰
3
お
よ
び

本
文
中
の
指
足
ペ
ー
ジ

▽

内
容
を
審
査
し
、
希
望
ペ
ー

ジ
が
重
複
し
た
瞭
は
調
整

し
、
掲
皿
を
決
定
し
ま
す

掲
載
で
き
な
い
も
の

①
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
公
共
性
、
品
位

を
擒
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

②
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ

び
業
務
の
適
正
化
等
に
閧
す

る
法
律
第
1
条
に
柵
げ
る
営

業
に
該
当
す
る
も
の

③
歡

治
活
励
、
宗
教
活
励
、
意
見

広
告
に
か
か
わ
る
も
の

掲
載
広
告
の
観
格
・
掲
載
料
　

下
表
の
と
お
り
(
版
下
制
作

費
は
、
広
告
主
が
負
担
)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

で
窓
口
ま
た
は
郵
送

申
込
期
限
3

月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

生
涯
教
育
推
進
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

く
ら
し
の

情

報

国
保・
年金

4
月
1

日
か

ら

国
民
健
康
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
、
使
わ
れ
て
い
る
一

民

僵
康
保
険
証
は
、3
月
3
1日
で

有
効
期
限
が
切
れ
、
使
え
な
く

な
り
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
保

険
証
に
変
わ
り
ま
す

。

祠
院
や
診
9
所
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

し
□
新
し
い
保
険
証

▽
一
般
被
保
険
者
証
・・・
ア
イ
ボ

リ
ー
色
(
ぞ
う
げ
色
)

▽
退
職
被
保
険
者
証
・・・
サ
ー
モ

ン
色
(
薄
紅
色
)

□
保
険
証
の
交
付
方
法

4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
は
、3
月
下
旬

に
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

た
だ
し

、
特
別
な
亊
嘴
が
な

く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
な

ど
、
賢
格
の
確
認
が
必
要
な
方

は

、
国
民
健
康
保
険
諜
の
窓
口

で
直
接
交
付
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す

。

□
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

た
ら
、
保
険
証
に
紀
載
さ
れ
て

い
る
S
項
(
氏
名
、
生
年
月
日

な
ど
)
に
誤
り
が
な
い
か
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

も
し
、
誤
り
が
あ
っ
た
一
合

は
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
お

近
く
の
区
民
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り
S
き

込
ん
だ
り
し
ま
す
と
保
険
証
は

無
効
と
な
り
、
医
療
機
腿
で
便

え
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

□
古
い
保
険
証
は
お
返
し
く
だ

さ
い

有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
保

険
証
は
、
国
民
健
康
保
険
朦
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く

だ
さ
い
(
郵
送
も
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
健
康
保
険
滕
資
格
賦
課

係

　
膕
5
1
3
1

特
定
疾
病

療
養
受
療
証
も

新
し
く
な
り
ま
す

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
が
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
も
、4

月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま

す
。新

し
い
国
民
健
康
保
険
証
と

は
別
途
に
郵
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
お
使
い
に
な
っ
て

い
た
古
い
受
療
証
は
、
国
民
健

康
保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

に

、
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送

も
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
縢
保
険
給
付

係

　
貘
5
1
2
1

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
加
入
手
続

厚
生
(
共
済
)
年
金

を
や
め
た
方
へ

会
社
な
ど
に
助
め
て
い
て
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
の
年

金
に
加
入
し
て
い
た
薦
6
0蔵
末

濔
の
方
が
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
を
し
ま
せ
ん
と
、将
来
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く

、
万

一
の
S
故
な
ど
で
障
害
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
き
や

、
母
子

世
帯
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

お
心
あ
た
り
の
方
は
、
今
す

ぐ
に
届
け
出
を
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

　
誣
5
1
5
1

福

祉

喜
寿
・
傘
寿
・
米
寿

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
は

3
月
1
5日
ま
で

昨
年
9
月
に
喜
寿
・
傘
寿
・

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
お
配

り
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
使
用

期
限
は
3
月
1
5日
で
す

。

ま
だ
、劵
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

獰
の
使
用
が
で
き
る
施
術
師

一
覧
表
は
、
券
に
同
封
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
出
張
料
を
自

己
負
担
す
れ
ば
、
自
宅
で
施
術

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

8
8
8
1
5
5
0

募

集

本
庁
舎
地
下

食
堂
経
営
者

営
業
場
所

区
役
所
本
庁
舎
・

地
下
食
堂

食
堂
規
模

▽
食
堂
面
積
・
:
1
3
5
平
方
む
　

▽
厨
房
面
積
・
・
・
8
2
平
方
メ
ー
ト
ル

営
業
闘
始

平
成
元
年
4
月
以

降
申
込
期
限
3

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

禀
庁
舎
・

庁
舎
管
理
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

国
民
健
康
保
険

非
常
勤
職
員

応
募
資
格

▽
区
内
ま
た
は
そ

の
近
郊
に
在
住

▽
お
お
む

ね
3
0歳
以
上
6
3歳
以
下

職
務
内
容

主
と
し
て
戸
別
訪

問
に
よ
る
保
険
料
の
集
金

一
用
期
間
4

月
1
日
か
ら
1
　

年
募
集
人
a

約
1
0人

助
務
条
件
月
1
8
日
(
週
2
2
～
　

3
2時
間
)
動
務

給
与

基
本
給
(
1日
4
千
円
)

と
能
串
給

応
募
方
法
履
歴
s
(
市
販
の
　

も
の
で
可
)
1
通
を
直
接
窓

口
に
持
参

遇
考
力
法

面
接

応
募
期
限
3

月
H
日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
・

庶
務
係

　
脚
5
1
2
1

お
しらせ

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
か
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
、
建
築
確
認一

一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係
　
諞
5
0
3
1

ご

注意 塩素系の製品と酸
性タイプの製品を
一緒に使うと有害
ガスが出て危険です

足立区消費者センター　880- 5385
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保
健
ガ
イ
ド

4 月から

子宮がん検診の
実施場所を変更

4
月
か
ら
の
子
宮
か
ん
検
診

は
、
中
央
本
町
保
健
相
談
所
お
よ

び
区
内
の
医
療
機
闘
で
受
診
し
て

い
た
だ
く
方
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。従

来
、
実
施
し
て
い
た
足
立
保

健
所
で
の
子
宮
が
ん
検
診
は
、
設

備
等
の
関
係
か
ら
3
月
い
っ
ぱ
い

で
中
止
と
な
り
ま
す
。

□
区
内
の
医
療
機
関
で
の
検
診
に

つ
い
て

従
来
は
、
保
健
所
実
施
分
と
同

檻
に
(
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
で
し

た
が
、定
員
や
受
診
日
の
指
定
な

ど
が
無
い
医
療
機
関
で
の
受
診
の

利
点
を
生
か
し
、4
月
か
ら
申
込

期
限
を
無
く
す
な
ど
、
利
用
し
や

す
い
方
法
を
検
肘
し
て
い
ま
す
。

4
月
受
診
分
か
ら
の
申
込
方
法

な
ど
は
、4
月
5
日
発
行
の
「
あ

だ
ち
広
報
」
で
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

□
中
央
本
町
保
健
相
談
所
で
の
検

診
に
つ
い
て

申
込
方
法
等
は
従
来
ど
お
り
で

す
。毎
月
5
日
発
行
の
「
あ
だ
ち
広

報
」に
、翌
月
の
央
施
日
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で

、
普
通
(
ガ

キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
(
4

月
実
施
分
は
左
表
の
と
お
り
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

精
神
保
健
講
演
会

う
つ
病
は
治
る

ス
ラ
ン
プ
状
態
に
陥
り
、
な
か

な
か
回
復
し
な
い
よ
う
な
場
合
、

そ
れ
は
「
う
つ
病
」
の
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の

よ
う
な
状
態
の
方
ま
た
は
歌
簒
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
ス
ラ
ン
プ
を
吹
き

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
3

月
8
日
(
水
)
、午
後
2
　

時
～
4
時

内
容

適
切
な
治
療
の
受
け
方
。

つ
き
あ
い
方

講
師

宮
内
膳
氏
(
柬
大
病
院
精

神
科
医
師
)

定
員
5
0
人
(
先一
順
)

S
用
無
料

申
込
方
法

電
話
予
約
(
3
月
6
　

日
か
ら
受
け
付
け
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中
央

本
町
保
健
相
鮫
所

巍
5
3
5
1

「
女
性
の
つ
ど
い
」

記
念
論
文
を
募
集

女
性
の
地
位
向
上
へ
の
第
一
歩

と
も
い
え
る
、
婦
人
穆
政
権
の
覆

得
か
ら
4
0数
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

改
め
て
一
票
の
重
み
と
参
政
権

の
重
要
さ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か

。4
月
E
…一
日
か
ら
1
6日
は
娉
人
週

間

。
区
で
は
、
記
念
講
演
会

「
女

性
の
つ
ど
い
」
開
催
に
先
立
ち

。

記
念
諭
文
を
募
集
し
ま
す

。
ふ
る

つ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

「
政
策
決
定
の
I
ヘ
の

女
性
の
参
加
≒
私
の
一
票
」
な

ど
、
女
性
の
参
政
権
や
一
票
の

重
み
に
つ
い
て

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
励
・

在
学
の
女
性

応
募
妥
慵

▽
字
数
2
千
字
程
度

▽
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、年
齢
、

職
業
、
一

括
番
号
を
配
入
し
て

同
封

応
募
期
限
3

月
2
0日
必
着

表
彰

一
席
か
ら
三
席
ま
で
各
―

点
を
入
選
と
し
、
賞
状
と
配
念

品
を
贈
呈

。
応
募
者
全
員
に
記

念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す

発
裏

直
接
本
人
に
お
知
ら
せ
し

ま
す

。ま
た

、
4
月
1
5日
の
「
女

性
の
つ
ど
い
」
記
念
講
演
会
場

で
表
彰
式
を
行
い
ま
す

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

。

ま
た
、
そ
の
版
権
は
足
立
区
に
禺

し
ま
す

。

応
募
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
(
〒
1
2
3
梅
田
7
-
3
3
　
-

―

　
瞋
5
2
2
2
)

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151千 住 保 健 所 　888- 4277

紅 北 保 健 相談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4174
中央本町保健 相談所 　880- 5351

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
3
)

徳
川
幕
府
は
、
民
衆
分
断
支

配
の
た
め
に
、
賎
民
制
度
を
つ

く
り
ま
し
た
。こ
の
賎
民
制
度

の
統
制
と
し
て
関
東
一
円
を
支

配
し
て
い
た
の
が
弾
左
衛
門
で

す
。弾

左
衛
門
は
、
代
々
世
襲
で

江
戸
に
大
き
な
居
を
構
え
、
そ

の
生
活
は
旗
本
で
い
え
ば
3
千

石
、
あ
る
い
は
1
万
石
の
大
名

に
近
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

幕
盻
は
慶
応
2
年
の
第
2
次

長
州
征
伐
に
。
部
落
の
人
々
を

利
用
し
よ
う
と
し
て
、
弾
左
衛

門
の
配
下
の
人
々
多
数
を
励
員

し
、
軍
夫
と
し
て
大
阪
に
送
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
長
州
藩

で
も
、
百
姓
。
町
人
の
勢
力
を

結
集
し
た
竒
兵
隊
を
中
心
と
す

る
諸
政
を
繝
病
し
て
峨
い
ま
し

た
。こ
の
諸
政
に
は
、
部
落
の

人
々
も
動
員
し
ま
し
た
。一

部
落
の
人
々
は
、
諸
隊
で
幕

府
單
と
最
前
線
で
峨
い
、
特
に

芸
州
口
の
峨
い
で
は
幕
府
軍
の

精
鋭
部
隊
を
破
る
な
ど
華
々
し

い
功
績
を
た
て
、
長
州
藩
ば
か

り
か
幕
府
軍
を
も
驚
か
せ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
部
落
の
人

々
の
登
用
は
、
幕
府
も
長
州
も

部
落
の
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

長
州
征
伐
は
失
敗
に
終
り
、

幕
府
に
と
っ
て
は
大
打
撃
と
な

り
ま
し
た
。
翌
慶
応
3
年
、
薩

長
両
藩
を
中
心
と
す
る
討
幕
運

励
が
お
こ
り
、
幕
府
の
崩
壊
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

幕
府
は
崩
壊
の
さ
な
か
に
、

長
州
征
伐
に
功
が
あ
っ
た
と
い

う
理
由
で
、
弾
左
衛
門
と
そ
の

配
下
の
一
部
の
身
分
的
解
放
を

行
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
部
落
の

人
々
は
解
放
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
身
分
解
放
を
熱

望
す
る
部
落
の
動
向
を
、
政
治

支
配
者
た
ち
は
、
も
は
や
無
視

し
え
ぬ
形
勢
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。

○
同
和
問
題
に
閧
す
る
問
い

合
わ
せ
は
'
1
4
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

ビデオ広報

「ルックインあだち」

モニター募集

区
の
ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
イ

ン
あ
だ
ち
」
を
見
て
、
感
想
・
意

見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
年
度
末
に
記
念

品
を
進
呈
し
ま
す
。

募
集
人
a
2
0

人
(
抽
選
)

任
期

平
虞
元
年
4
月
～
2
年
3
　

月
申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
。年
齢
、職
業
、電
話
番
号

、ビ

デ
オ
の
種
類
(
v
H
s

か
ベ
ー

タ
)
を
明
記

申
込
期
限
3

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広

報
課
ビ
デ
オ
担
当
(
〒
1
2
0千
住

1
1
4
-
1
8

　
靦
1
1
1
1
　

㈹
)

ルックインあだち・Na32 、
足で7の曹晒「へびぱ し」から

区
民
ス
キ
ース

ク
ー
ル

日
時
3

月
1
8日
、
午
後
1
0時
本

庁
舎
♀

庄
)
前
出
発
～
2
1日
夜

帰
着
予
定
(
3

泊
4
日
、
車
中

―
泊
、5
食
付
)

場
所

志
賀
高
原
一
ノ
瀬
ス
キ
ー

場
対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
者

定
員
3
5

人
(
先
着
順
)

費
用
3

万
9
千
沺
円
(
昼
食
、

リ
フ
ト
代
は
各
自
負
担
)

申
込
方
法

申
込
金
(
9
千
緊
円

、

返
還
し
ま
せ
ん
)
を
持
参
し
て

、

バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
(
千
庄
3
-
7
5
　

　
靦
7
9
0
0
)

ま
た
は
鈴
木

薬
局
(
千
住
緑
町
2
-
1
0
1
6
　

　
8
8
1
4
8
8
2
)
へ

申
込
期
限
3

月
1
0日

問
合
せ
先

バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
、
鈴

木
薬
局
ま
た
は
本
庁
舎
・
体
育

課

　
皿
1
1
1
1

㈹

ひ
ろ
ば

柬
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
募
集
=

★
月
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
毎
週

月
曜
日

、
午
後
6
時
3
0分
I
8

時
/
産
業
振
舞
館
/
入
会
金
千

円

、
月
額
3
千
5
0
0円/
初
心
者

・
中
高
年
者
歓
迎
/
鬼
沢

　

腦
1
7
6
8

★
リ
ズ
ム
体
操
(
輝
会
)
毎

月
第
1
・
2
・
3
月
曜
日
、午

前
1
0
時
I
正
午
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、月
額

千
5
0
0
円
/
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

腹
葎
吸
/
戮
S
1
6

★
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
フ
レ
ッ
シ

ュ
ダ
ン
ス
)
毎
週
火
曜
日
、

午
前
扣
一
時
3
0
分
～
正
午
/
竹
の

獵
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2

千

円
、
月
額
3
千
円
/
ダ
ン
ス
と

整
焚
体
操
/
菅
原

　
跏
6
5

★
梅
田
太
極
拳
倶
楽
部

毎
週

水
曜
日
(

隔
日
の
変
更
あ
り
)
、

午
後
7

時
～
8

時
3
0分
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
2

千

円
、
月
額
2
千
円
/

初
心
者
歓

迎
/
太
田

　
呎
1
6
8
2

★
無
料
着
付

本
入
学
の
着
付
(

袴
も
可
)
/
3
0
人
(
先
許
順
)
/

中
国
残
留
孤
児
ま
た
は
そ
の

身
内
の
方
に
は
衣
裳
一
式
を
無

料
で
貸
し
出
し
<
通
訳
付
)
/

杉
本

　
6
2
0
6
5
3
5

★
紙
粘
土
(
ド
ー
ム
の
会
)

毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
、
午
前
1
0

時
I
正
午
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
/

月
額
2
千
円
/
ブ
ロ
ー
チ
、

人
形
、
壁
掛
な
ど
、
初
心
者
歓

迎
/
森

　
8
9
7
1
0
0
5

★
籘
工
芸
サ
ー
ク
ル

火
曜
日
(

月
2
回
)
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

文
化
会
館
別
館
/
月
額
千
峩

円
/
小
物
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま

で
/

山
沢

　
翻
6
1
6
0

掲
示
板

□
消
費
税
説
明
会
開
催
し
ま
す
　

事
業
者
を
主
な
対
象
と
し

て

。
消
費
税
の
説

明
会
を

行
い
ま

す
。
区
内
各
事
業

者
へ
は
(
ガ
キ
に

よ
り
日
時
の
案
内

を
し
て
い
ま
す
。

指
定
の
日
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
な

お
、
指
定
の
日
に

出
席
で
き
な

い

方
、一
般
の
方
は
、

な
る
べ
く
3

月
2
7

日
、
産
業
振
興
館

・
午
後
の
部
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
瞽
間
税

部
門

　
醤
6
2
4
1

消費税説明会場

□
所
得
税
、贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
3
月
1
5日
ま
で
で
す

3
月
9
日
以
降
は
税
務
署
の

窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま

す
。
申
告
は
お
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、3
月
1
1日
は
第
2
土

曜
日
の
た
め
、
税
務
署
は
休
業

し
ま
す
。

※
自
動
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
(
　

8
8
8
6
2
4
1
)
、西
新
井
税
筋

齧
(
　‘叫
-
1
1
1
)

□
固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧
は

3
月
2
0日
ま
で
で
す

縦
覧
で
き
る
方
は
、
固
定
資

産
税
の
納
税
者
本
人
お
よ
び
そ

の
代
理
人
。
縦
覧
場
所
は
資
産

所
在
地
の
都
税
事
務
所
で
す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

8
8
2
2
1
1
1㈹

□
車
イ
ス
利
用
者
を
コ
ン
サ
ー

ト
に
招
待
し
ま
す

日
時
3

月
1
6日
(
木
)
、午
後

7
時
闘
演

場
所

東
京
文
化
会
館

対
象
・
定
員

車
イ
ス
を
利
用

し
て
い
る
方
・
1
4人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
た
だ
し

、付
き
添

い
の
方
は
3
千
円
か
必
要
)

内
容

魅
怒
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
タ
ン
ゴ

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

御
日
本
チ

ャ
リ
テ
ィ
協
会

3
4
1
0
8
0
3

□
都
立
農
産
高
校
「こ
と
ぶ
き

教
室
」
開
講

開
講
日
程
4
月
2
2
日
か
ら
平
　

成
2
年
3
月
ま
で
の
土
曜
　

日
、午
後
2
時
～
5
時
(
全
　

1
0回
)

対
象

都
内
在
住
の
6
0
歳
以
上

の
健
康
な
方

内
容
・
定
員

▽
園
芸
コ
ー
ス
・・・
花
き
栽

培
、
温
室
栽
培
や
寄
せ
値
え

な
ど
・
3
0人
(

先
一
順
)
　

▽
食
品
製
造
コ
ー
ス
・
:
(
　

ム
、ソ
ー
セ
ー
ジ
、パ
ン
な
ど

の
製
造
実
習
・
1
5
人
(
先
着

順
)

賢
用

無
料
(
材
料
費
実
費
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
コ
ー
ス
名
を
明
記

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
農
産

高
等
学
校
「
こ
と
ぶ
き
教
室
」

係
(
〒
1
2
4
葛
飾
区
西
亀
有

1
1
2
8
-
1

　
靦
2
8
6
　
5
)
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第
4
2回
都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□
卓
球

日
時
4

月
1
6日
・・
。一
般
の
部
、

2
3
日
・
:
中
学
の
部
、午
前
9
時

堤
所
一
般
の
部
・
:
江
北
体
膏
　

館
、中
学
の
部
・
・
・
東
和
体
育
館

穩
目
男
子
・
・
・
中
学
生
二
般
、シ
　

ニ
ア
(
3
5
歳
以
占
、ベ
テ
ラ
ン
　

(
s
歳
以
上
)
、女
子
…
中
学
生
、

一
般
、シ
ニ
ア
(
3
0歳
以
上
)
、ベ

テ
ラ
ン
(
4
0歳
以
占

資
格

区
内
在
住
・
在
一

・
在
学

の
方

、
区
連
盟
登
録
者
。1
人

2
種
目
ま
で
出
一
可

s
用
一
般
鵬
円
、中
学
生
川
円
　
　

(当
日
会
場
で
納
入
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
勤
筋
先
、
所
属
チ
ー
ム
名
、

出
場
種
目
を
明
記

申
込
期
限

一
般
の
部
…
4
月
3
　

日
、中
学
の
部
・・・
4
月
1
0日
(
必

着
)

申
込
・
問
合
せ
先

一
般
・
:区
連

盟
(

〒
1
2
1西
伊
輿
4
1
5
1
1
1
　

庄
司
徳
之
助

　
8
5
3
2
0
3
　
8
)

、
中
学
生
・・・
内
田
敏
幸
<
〒

1
2
0
東
和
3
1
1
7
-
1
5

庸
原
中

学
校

　
6
0
5
8
3
3
5
)

□
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

日
時
4
月
2
日
、
午
前
1
0
時
～
　

午
襃
2
時

場
所

ロ
ピ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
レ
ン
ジ

種
目

タ
ー
ゲ
ッ
ト

隶
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

賢
用

窈
円
(
当
日
会
場
で
納
入
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
郵
送
、
ま
た
は
電
話
予
約

申
込
期
限
3

月
3
1日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
協
会
(

〒

1
2
3箆浜
4
1
1
-
8

ロ
ビ
ン
フ

ッ
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
レ
ン
ジ
内

高
橋
秀
之

　
8
5
3
4
9
1
2
)

□
ラ
イ
フ
ル
射
撃

日
時
3

月
1
2日

。・土

ア
ー
フ
イ

フ
ル

。
3
月
1
9日
・・・
ス
モ
ー
ル

ボ
ア
ラ
イ
フ
ル

場
所

エ
ア
'
。
ラ
イ
フ
ル
・
:総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ス
モ
1
　

ル
ポ
ア
ラ
イ
フ
ル
・・・
千
葉
県
営

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

種
目
3

姿
勢
6
0発
競
技

賢
格

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
お

よ
び
区
連
盟
加
入
者

費
用

エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
ー・・
湎

円
、
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
ラ
イ
フ
ル
　

・
:
千
円

申
込
方
法

当
日
費
用
を
添
え
て

直
接
会
場
で
(

所
持
許
可
書
持

参
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
連
盟
(

〒

1
2
3江北
6
-
1
4
-
6

菅
沢

8
9
6
3
9
7
0
)

□
柔
道

日
時
4

月
2
3日

、
午
前
9
時

堤
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

個
人
峨
(
学
生
紅
白
高
点

試
合
、
段
外
者
女
子
の
部
、
有

段
者
ま
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
)

資
格

小
学
生
以
上
の
区
内
在
住

・
在
学
・
在
励
の
方

費
用

小
学
生
瓰
円
、
中
学
生
以

上
沺
円

申
込
方
法

小
・
中
学
生
は
新
学

年
、
身
長
・
体
重

、
氏
名
を
、

有
段
者
は
段
位

、
学
生
か
社
会

人
の
別
を
明
配
の
う
え
、
費
用

を
添
え
直
接

申
込
期
限
4

月
7
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

原
鳥
久
武

(
〒
1
2
0千
住
旭
町
1
0
-
1
3

　

8
8
2
3
8
3
8
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
3

月
2
6日
、
午
前
9
時
I
　

午
後
5
時

堤
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
　

・
B
(

初
心
者
)
・
C
(

壮
年

4
0歳
以
上
)

▽
一
般
女
子
ダ

プ
ル
ス
A

・
B
(

初
心
者
)
・

C
(
壮
年
3
5歳
以
占

資
格

区
内
在
住
・
在
励
の
方

費
用
1

組
2
千
円

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
。

電
話
番
号
、
出
場
種
目
を
明
配

し
、
現
金
を
添
え
て
郵
送
(
現

金
一

留
)
、
ま
た
は
直
接

申
込
期
限
3

月
1
6日

申
込
・
問
合
せ
先

ツ
バ
メ
ヤ
ス

ポ
ー
ツ
店
(
〒
1
2
0千
僅
3
-
1
9
　

　
捌
8
3
3
1
)

ス

ポ

ー
ツ

指
導
員

を

派

遣
し

ま
す

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
健
康
体
操
、

卓
球
等
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康

体
力
づ
く
り
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

ブ
に
対
し
実
技
指
導
を
し
ま
す
。

回
数
1

団
体
1
着
目
で
年
5
回

以
内

種
目
4
5

種
目

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課

　
靦
―
―
―
―
㈹

みなさんの参加をお待ちしています

情
報 コ ー ナ ー

老 人 会 館 の 催 し

水彩 画 教 室
日時4月～9月まで( 月2回、第1　
・3水曜日) 、午後1時～2時30分
対象60 歳以上の又毘の方
内容 水彩画を初歩から習います
定員30 人( 応募多数の際は抽選)
費用 無料
申込方法 直接窓口か電話予約
申込期限3 月11日

講 演 会
日時3月16・17日、午後1時～3時
対象60 歳以上の又匣の方
内容 高齢者向き健康体操「練功 十八
法j についての話と実技

講師 武田幸子氏( 日本女子大極拳ク
ラブ代表)
- いず れも一
場所 ・申込・問合 せ先 老人会館
〒121 西保木間4- 9 一1 　859 ―9732

便利 な口座振替 を
ご 利 用 く だ さ い
特別区・都民税、国民健康
保険料、国民年金保 料

特別区・都民税、国民健康保険料、
国民年金保険料の納付は口座振替力哽
利です。
各納期ごとに預金口座から自動的に
納付されるので手間がはぶけ、納め忘
れもありません。

手観きは預金口座のある銀行、信用
金庫、・信用組合、農協の窓口へ次のも
のを持参してください。
D預金通帳とその印かん
C>それぞれの納付書
問合せ先 いずれも。中央本町庁舎
[ >特別区・都民税…納税課塵理係
8&0- 5101【>国民健康保険料…　

国民健康保険課収納管理係 　880　
―5133 し国民年金保険科…国民年
金課保険科係 　■ 880―5161

東 部 区民 福 祉 セ ン タ ーの 催 し

婦人教室受講生募集
平成元年度 の各教室 の受講生を募集

し ます。 教室名・日程・定 貝・費用等
は下表のとおりで す。
場所 東部又匣福祉センタ ー
対象 区内在住・在動の女性( 初心者
に限る)

申込方法 往復はがき に住所、氏 名( ふ
りがな) 、年齢、電話番号、希望 教室

名を明記( 1 人1 教室に限る)
応募者多数の際は抽選

申込期限3 月12日( 消印有効)

第8 回グ ループ茜油絵展

東部区民福祉センター絵画教室・研
究会の受講生による油絵展です。
日時3月16～21日、午前ほ寿～午後　
6時

場所 西新井区民ホール
手 芸 教 室

日時3月22日( 水) 、午後1時～4時
場所 東部区民福祉センター
対象 区内在住・在勤の女性
内容 七宝焼( アクセサリー)
定員30 人
費用7〔X〕円
申込方法3 月7 日から直接窓口また
は電話予約
- いずれも一
申込・岡合せ先 東部区民福祉セン
ター 〒120東綾瀬1- 5- 17
605- 7101

婦人教室の内容

水の事故から 生命を守るための

水上安全法
救助員講習会

日時4月10～12日、17～19日、25　～
28日( 全10日間) 、午後6時～9　

時( 計3{ x胯間〉
場所 竹の塚温水プール
対象 区内 在住、 在勤の満18歳以上
で500a 以上泳げる方

内 容 水の事故防止に対する知識の
収得と救助法を指導し ます。学科
4日間、実技6 日間( 試験を含む。
試験合格者には、 日赤 救助員の資
格が与え られ、地域で指導してい
ただき ます)

費用 無料( 教本実費負担)
定員60 人( 抽選)
申 込方法 往復ハガ キに庄所、氏名
( フリガナ)、生年月日、電話 番号、
職業を明 記

申 込期間3 月25 日( 必着)
※ この講習会は、 救助 員の養成を目
的とし ています。 参加者は自分 の健
康管理に責任を持 ってご 参加くださ
い。
申 込・問 合せ先 本庁舎 ・体考課
〒120 千{£1- 4- 18
882- 1111 ㈹

<職業サービスセンター>

パートタイマーで
働いてみませんか

「子育てに手がかからなくなり。
時間にゆとりがで き、働きたい がど
こへ相談にいったらよいのか」と思
っている方、職業 サービ スセンタ ー
へおいでください。
当センターでは、相談コーナーで

求人公開カード を自由に見ることが
できるほか、希望する条件にあ った
会社、職種等の相談・紹介を行って
います。
現在、事業所からの求人申込みが

多数あります。ぜひご利用ください。
問合せ先 職業サービスセンター
綟 瀬1- 34- 7 ―102 綾瀬 プ ルミ
エ内 　838―3584

心身障害福祉センター
第2 回 社会福祉講座

障害者問題を考える
映画と講演会

日時3月10日( 金) 、午後1時30分　～
4時

場所 竹の塚センター
内容 映図F 車いすと鳰」ヴォルト
ディズニー作品 、講演F 障害者と
人権」一私の体験的福祉論一

講師 松友 了氏( 国瞭障書者年日
本推 進協議会政策 委員長、日本て
んかん協会常筋理事)

費用 無料
問合せ先 心身 障害福祉センター相
談{系 　' 883- 6171

郷土博物館の催し
郷土史セミ ナー「古文書を読む」

昨年度にひきつづき郷土史セミナー
F古文書を昃むj を開講します。入門
から足立区関係の古文書、峨国時代の
史料などを読んでいきます。初心者の
方もふるってご参加ください。
日時 下表のとおり
場所 郷土博物館
講師 神崎彰利氏( 明治大学刑事悼物
館)、森朋久(郷土博物館専門員)
費用 受講日ごとに入館料2〔X〕円をい

ただきます
申込方法 往復ハガキ( 1人1枚)に住
所、氏名、年齢、電話番号、郷土史セミ
ナー「古文●を読む」と明記

申込期限3 月20日( 消印有効)

浮世絵セミ ナー

浮世絵愛好会との共催によりヅ江戸
文化の華、浮世絵
の歴史や観賞につ
いて、館所蔵の浮
世絵やスライド を
用いたセミナーを
開催し ます。
日時3月21日　
( 祝日) 、午後1　
時30分～3B*30　
分

場所 郷土博物館
講師 菊地貞夫氏
( 日本浮世絵協
会理募長)

定員40 人( 応募多数 の際は抽選)
費用 無料
申 込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、「浮世絵セミナ ー」
受 講希望と明記

申 込期限3 月14 日必着

区民教養講座
足立史談会と の共 催による郷土につ

い て学ぶシリ ーズで す。
今回は足立 の慶政について、農民の

暮らし との関 係を探り ます。
日時3 月19日( 日) 、午後2 時- - 3 時
30分

場所 中央本町センタ ー
内容 初期幕府の農政と足 立の農民
牌師 所理喜夫( 郷土博物 館長、 駒沢
大学教授)

費用 無料
- いずれも一
申 込・ 問合せ先 郷土博物 館 〒120　
大谷田5- 20- 1 　　620 ―9393

郷 土史 セ ミ ナ ー 日程 表

● いずれもj l こ曙l 午攜2畤～4畤

西部区民福祉センター

文 化 祭
児・・き、老人館の日常活動の成果

の発表や地坂の方の作品を展示しま
す( 入場無料) 。
日時3月10～12日。午前9時～午　
後4時( 10日は午後1時から開始)

内容[ >3月10～12日作品展示
>11 日発表会( 老人・児童のクラ
ブ ・教宰 等の発表) [ >3 月12日
作ろうコ ーナー

問合 せ先 西部 又民 福祉センタ ー
897 ―5016

I . To. N. 236, 000


